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1 ．背景

　1986 年酸化物La2．
．
Ba

。
CuO4が 30K 近傍

で 超伝導を示す こ とが 発表 された 1
。 1987

年に は液体窒素温 度を超 え る転移温 度を示

す YBa2Cu307 駆YBCO ）の 作製 に成功 した

こ とが報告 され 2
、 その 後Bi系、　 Tl系、　 Hg

系な どが 次々 と開発 されて きた 。 これ らは

銅酸化物高温 超伝導体 と呼ぼれ 、今 なお最

先端の 基礎応用研究対象 とな っ て い る。超

伝導発現 の 起源 が盛 ん に議論3され 、実用

化 へ の 取 り組み も活発に 行わ れて い る 。

　理 科教員の 実験指導力 と先端科学の 理解

力の 向上が期待 されて い る 。 そ こ で 物理 分

野 に お い て 、 先端科学 と小 ・中学校理 科教

科 の 内容 の つ なが りを意識 した教材開発 を

目指 し、 焼結法 に よるYBCO の 作製や超伝
導状 態 に お ける マ イス ナー効果の 確認な ど

を実施 した 。

2 ．実験

　YBCO 作製 に おい て
、 酸化イ ッ トリウム （

Y203）， 炭酸バ リウム （BaCO3 ）， 酸化銅（CuO ）
を原料 とす る特殊前処理加 工 済粉末 を利用

した 。 こ れ らをハ ン ドプレス 機 に て ペ レ ッ

ト状 （直径約9mm ＞に成形 し、電気炉 を利用

して焼成 した 。

3 ．結果 と考察

　化学量論的な酸素量が 作製 時の焼 きな ま

し温 度や 時間の 作製条件 に 依存 し、焼成 し

たYBCO の転移温度に 影響 を及ぼす。 作製
したYBCO を液体窒素で 冷却 し、 ネオジ ム

磁石 が そ の 上 で 浮上 す る こ と（図 D 、 安定

して 回転す る こ とを確認 した 。 その 様子 を

ム ー ビーで撮影 し編集 を行 っ た。 当 日は

ム
ー ビー を用 意す る予定で あ る。

48

4 ．今 後の 課題

　作製 したYBCO の 結晶構 造や電気抵抗 の

温度依存性 を調べ 、物質 の性質 を総合 的 に

理解す るた め に 有益 な教材開発 に 発展 させ

る こ とを目指す。

［文献 ］

［11J．　G ．　Bednorz 　and 　K ．A ．　MUIler，　Z ．　Phys．B −

Condensed　Matter　64 （1986）189．

［21M ．　K ．　Wu 　et　al ．
，
Phys ．　Rev ．　Lett．58 （1987）

908．

［3］M ．　Tsunekawa　et　al ．，　New 　J．　Phys．10

（2008 ）073005 ．

［謝辞 ］

　本研究 の
一

部 は
， 独立行政法 人 科学技術

振興機構 「理数系教員（コ ア ・サ イ エ ン ス ・

テ ィ
ー

チ ャ
ー
）養成拠点構 築事業 」 の 支援 を

受けて い る。

［図 1】YBCO の 上で 浮遊す るネオ ジム磁石
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